
地

球

試
静
が
こ

の
よ
き
新
し
r*
,年
数
ね
任
用
さ
れ
ろ
=
}J
は
切
望
に
域

へ
な
い

桝
で
あ
る
0

回
に
去
ふ
朝
鮮
11
1ェ
政
利
田
博
士
在
職
時
代
よ
り
仁
川
観
測
所
嗣
基
に

か
ゝ
ろ
日
嗣
偵
兜
亡
い
ふ
小
形
の
膝
部
､
気
象
邦
､
地
組
部
､
雅
邦
の
み

る

年髭が
発
行
さ
れ
て
居
り
ー
本
年
は
其
の
節
十
七
次
の
も
の
が
出
て
居

ち
.
こ
の
日
用
位
班
り
方
tェ
定
偶
五
十
銭
で
､
朝
鮮
在
任
潜
に
は
甚
だ
位

利

な

も
の
で
あ
る
｡
(新
駅
也
)

欝
三
番

第
四
幼

児
粥

忠
田

が
'
拙
池
の
綬
ー
悪

童

富
ー
分
水
鼎
の
低
予

言

に
名
々
其
の
発
展
軸

促
し
､
内
地
.り
人
文
発
達
に
警

-
ろ
鬼
が
甚
大
で
あ
っ
ii
.
現
今
に
於
て

-‡
フ
ラ
ン
ス
北
部
｡
東
部
･
イ
ン
で
フ
ン
ド
¢
岡
部
･
オ
ラ
ン
ダ

･
将
泡
北

部
笹
は
･BB
河
の
密
度
が
甚
だ
大
で
あ
る
0
次
衆
-‡
虫
要
諦
脚
の
水
路
の
会

長
tJ
比
河
の
長
さ
及
会
長
に
封
す
る
践
河
G
l耳
介
此
を

が
L
ii
も
6
)で
あ

る
0

蛋

粍

麗

容

▲▼｣ttl
.∃

.一一1一11
1

･一-一▼･II一1-J一1--一つ一-

*

-
政
経
巴
は
土
地
の
平
均
掲
腰
偽
に
三
甘
米
に
過
ぎ
ず
し
て
践
純
血

の
九
八
〇
糞

ベ
ン
ク
氏
11=
依
る
)
に
比
す
れ
ば
そ
竺

二
分
竺

以
下
で
あ

る
｡
印

し
て
金
放

り
大
半
-‡
二
宮
兆
以
下
の
低
地
で
､
五
官
沌
私
越
ゆ
ろ

地
は
伍
.1
六
分
の

1
に
過
ぎ
な
い
O
芯
地
は
ス
コ
タ
-
ラ
ン
ド
か
ら
ス
カ

ン
ヂ
ナ
ダ
イ
ヤ
牛
島
に
及
ぶ
北
欧
U
'
イ
ベ
Ⅴ
ヤ
牛
島
か
ら
ア
ル
プ
ス
布

経
て
バ
ル
カ
ン
牛
島
に
及
ぶ
南
欧
亡
に
わ
リ
ー
中
欧
に
t‡
低
山
性
の
中

枠

山
脈
あ
れ
../赦

し
て
平
地
が
多
い
｡
而
し
て
=
れ
等
6
1山
地
は
粒
多
G
l河

容
･1こ
よ
り
て
切
断
せ
ら
れ
､
そ
れ
等
の
分
水
鼎
-ェ
秘
め
て
低
-
地
中
聖

謂
準

基
柘
方
面
よ
り
ビ
ス
カ
ヤ
撃

イ
ギ
-
ス
施
聖

北
準

パ
ル
-
響

Ir最

分
団
に
曲
ず
る
盟
窮
な
迫
蹄
か
な
し
て
ゐ
る
0

ロ
ー
ヌ
河
セ
JT
ヌ
河

ダ

ニ
オ
ー
ブ
河

･
ヲ
イ
ン
河
及
び
エ
〝
ペ
河
解
り
河
谷
_ェ
打
-

か
-
利
用

ruれ
i10
辞
hT
心
世
紀
の
初
め
頃
か
-
盛
,1
掘
河
悶
難
の
即
発
が
興
り

ii

国

名

フ
ラ
ン
ス

ーイ
ギ
.>
ス

オ
ラ
ン
ダ

ロ

シ

ャ

ド

イ

タ

･イ
タ
p
ヤ

祷
塊

洪

ス
ウ
ェ
ー
デ

ン

水
路
会
長
(
粁
〕

二

四
〇
〇

七
五
〇
〇

五
二
〇
〇

四
三
三
〇
〇

7
四
七

〇
〇

二
五
〇
〇

六
二

〇
〇

六

7
0
0

此
申
鎚
河
(
秤
)

八
九

丁
八

五

一
三
七

三
五
六

7

叫
九
六
二

六
六
〇
二

九

こ
じ

四
八
九

四
七

一

八 八 孟 謁 望 ,; 歪 突 芽
比

以
上
6
)
申

極
め

て

盟
嬰
な
る
-

り
数
個
私
流
明
せ
ん
.

(
こ

キ
ー
ル
提
河
1ユ
キ
-
>蒜

の
北
方
よ
り
エ
1J
･(
河
口
に
通
ず
る
も

6
1で
ー
長
ru
九
九
粁
~
巾

7
0
二
兼
房

ru
〓

兜

に

及
び
ー
六

九
五
年

e
L閑
地
に
か
～
る
O

パ
>j

猫
よ
り
北
海
に
通
す
品
目竃

航
路
ミ
し
て
碍

管

交
池
上
6
1侶
倍
が
甚
だ
多
い
｡
大
槻
後
G
l倹
約
に
よ
っ
て
紐
河
及
其
の

人
口
1‡
哨
泡
随
だ
利
硯
2

切
り
餅
の
摘
棚
及
鰐
躍
り
絹
に
仝
然
均
串
6
)

低
件
.1
て
開
放
せ
ら
れ
､
且
つ
館
に
泊
由
た
る
べ
き

言

私
規
約
せ
ら
れ

ホト
0(

二
)
ル
ド
ゥ
七
･g
河
H-
ラ
イ
ン
河
の

]
文

マ
イ
ン
川
の

Z
立
地

レ㌢
こ



河 超 及 川 河 航 可 洲 欧

-
､
キ
ー
>_
軸組
河

8
､
>A
F
サ
イ
七
和
仙河

5

､ダ
サ
プ
ー
ラ
イ

ン
越
河

7
､

七
ン
F
･
ヲ
>̂
拡
河

9
､
ブ
レ
ス
ト
柾
河

11
､

マ

ン
チ
H
ス
タ
ー
粗
河

1
J'
カ

レ
ド

ニ
ヤ
迩

河

1
I-
グ
ラ

ン
ド
迩
河

17
､

Ttリ
ン
一
銭
河

･N
t

エ
>_
ぺ
I
t
ラ
ブ
仙貼
河

4
-

マ
れ
ヌ
ー
ラ
イ

ン
捉
河

6

､ブ
>A
が
ン
ド
荘
河

8
､

ミ

ヂ
琵
河

S
､
北
海
越
河

2
ヽ
グ
ラ
イ
ド
I
フ
ォ

ー
ス

1

旺
河

は
､

ロ
ー
ヤ

か越
河

16
､
モ
ル
ス

江イ
拓
河

仰脚

タ
よ
リ
フ
ラ
ン
TI
ニ
ヤ
Tl
lフ
山
脈
み

切
開
し
て
ダ

ニ
払
-
ブ
河
の

7
立

ア
ル
rl
"(
汰
-
仙
川
に
劫
す
る
-
の
そ

北
鴨
方
回
せ
段
幅
･

地
中
悔
分

野
1)
の
交
泡
上
極
め
て
空
襲
な
も
り
で
あ
る
｡

(
三
)
ラ
イ

ン
･
ロ
ー
ヌ
｡
ロ
ア
I
>～
･
セ
イ

子

y
エ
〃
PL
諸
河
の

本
文
純
な
溢
れ
ろ
越

河
E
L其
教
甚
だ
多
-

マ
ル
ヌ
ー
ラ
イ

ン
捉
河

及
ダ
ウ
プ
ー
ラ
イ

ン
荘
河
は
セ
イ

ヌ
盆
地

･
ロ
ー
ヌ
絡
谷
及

ラ
イ

ン
鈴
谷
払
超
ぬ
る
迩
河
で
非
に
ス
,l
lブ
ス
ア
ル
ク
市
.1
於
て

祁
合

し
て
ゐ
為
｡

ブ
>4㌢
ン
ド
越
河
_ェ
セ
イ
ヌ
河

1J
ロー
ヌ
河
み
､
セ

ン
ト
ラ
>_
拓
河

に
3:-
ヌ
河
せ
P
ア
-
i-
河
み
逃
れ
ろ
.

其
他

宅

l
セ
ル
ニ

ー
ス
･
シ
エ
>.
･1
6
由

河
に
は
セ
イ
ヌ
阿
り

鰭
支
流

叉

_ミ
リ
ン
ム
河
等
Q･)
の
間
_こ
雑
多
S
t迩
河
が
あ
っ
て
俳
図
の
東
北
部

は
甚
だ
践
河
綱
の
密
腐
大
で
あ
る
｡

(
E
l)
J,rヂ
紅
河
に
仰
国
中
虫
高
地
せ

33
ソ
ネ

-
山
隈
亡
の
間
_

め

っ
て
ガ
ロ
ツ
ヌ
河
上
響

,
地
中
晦

鮮
沖

1
品

迎
ね
る
,q
河
で
､

只

七

七
五



粕

球

地
中
満
指
揮
の
ア
㌢
ド
港
よ
り
tェ
定
に
指
揮
11
滑
ひ
て
ロ
ー
ヌ
河
下
城
_

通
す
る
越
河
が
わ
あ
｡

(
五
)
北
海
拓
河
は
ブ
イ
デ
>.

海
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
浴
よ
り
四
し
て
北

梅
に
迫
じ
.
漣
長
二
六

･
五
肝

､
巾
二
六
光
､
鞘
七
光
で

7
八
七
六
年
り

開
池
_こ
か
ゝ
為
｡
其
地
利
甜
及
自
耳
鴻
北
部
_こ
け
多
-
ら
.越
河
が
み
ろ
.

(
六
)
英
督
判
り
英
関
の
南
方
に
は
テ
ィ
ム
ス
･
セ
パ
ー
ン
｡
',
ン
パ
ー
絡

河

の
本
支
流
の
間
に
越
河
の
通
ぜ
る
も
の
が
多
い
｡
有
名
な
あ
せ
ン
チ
ェ

ス
タ
ー
拓
河
は

一
八
九
四
年
の
悶
絶
に
か
ゝ
リ
､
越
長
五
七
粁
､巾
三
六
｡

六
光
､
環
七
｡九
兜
で
あ
っ
て

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
}J
p
パ
ブ
-
>_
捲
Q･J

在
迩
ね
為
｡

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
は
7
ア
ー
ス
ク
ラ
イ
ド
.越
河
｡
カ

レ
ド

ニ
ヤ
迩
河
(

二

二
肝
)
が
あ
り
､
有
名
な
る
か
ラ
ス
.n
I
市
は
前
常

に
的

ふ
｡
変
相
に
は
ダ
ブ
F
･
ン
椎
よ
り
田
す
る
ロ
ー
ヤ
ル
迎
河
及
㌢
ラ
ン
ド
..S

河
等
が
あ
る
｡

(
也
)
ロ
シ
ャ
及
其
の
四
近
り
大
河
及
湖
沼
は
迩
河
に
て
迎
飴
さ
る
ゝ
-

の
多
-
､
屯

か
ス
TL
イ
鎚
河
tユ
タ
ロ
ン
ス
タ
ア
1
T,}
レ
ニ
ン
外
ラ
ー
ド
亡

も
貼
れ
､
配
に
ネ
バ
河
_こ
よ
り
て
内
地
り
大
潮
～)
桐

通

じ
ー
オ
ネ
ガ
･
ド

ビ
ナ
及
か
か
が
韓
の
幣
大
河
ミ
迎
紺
L
､
エ
カ
テ
p
ン
紅
河
ほ
か
>A
が
河

及
ド
ビ
ナ
河

み

辿
れ
る
.
ド
ニ
ニ
プ
ル
河
の
上
流
tユ
ダ
Tt
I
ナ

:

I-
メ

ン
｡
サ
イ
ス
チ
ユ
ラ
諦
河
.rJ
迎
河
在
以

て
そ
れ
ん
1-
州
辿
る
｡
其
他
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
甘
邸

ス
J
･ク
か
ル
ム
よ
り
は
艶
多

の
潮田
亡
水
路
み
利
用
し

て
カ
首
ダ
ク
ト
梅
鵬

の
ゲ
ー
テ
か
〃
グ
港
に
通
ず
る
越
河
が
み
ろ
｡

(八
)耐
那
既
棚
巴
に
て
ほ
イ
ベ

-
ヤ牛
島
の
エ
ア
ロ
河
下
班
イ
タ
叫
で

平
良
の
ポ
ー
河
下
流
及
タ
イ
バ
ー
河
モ
ア
〃
ノ
河
の
上
流
ー

ハ
ン
ガ
p
ヤ

平
炉
及
バ
ル
カ
ン
中

位
の
田
端
に
み
ろ
Tt
-
ン
,l
荘
河
辞
の
外
辞

名
な
る

第
三
番

節
四
批

E
八

八

七
六

も
り
は
な
い
0

間
､
日
本
､
印
戊
､
ジ

ベ
I
ヤ
に
於
げ
ろ
余
年
の
窺
組
の
欝
化

啓
､
本
間
り
圭
限
鮎
は
職
印
の
膨
埋
め
tC
況
野
､
甫
排
煙
地
方
G
t大

陸
及
び
糾
幣
の
余
年
G
l気
組
6
癌

化
和
親
明
す
る
11
み
7
0

∫

7
,
同
髭
(
グ
ラ
ブ
払
以
て
示
す
)

lllZ

FIめ78 Jtル
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二
､
其
の
特
色

今
三
地
方
の
気
組
酸
化
の
状
も
開
明
す
る
に
､
印
度

に
於
て
托
カ
>̂
カ
タ

タ
､
四
此
利
訳
に
於
て
ti
ダ
ニ
>̂
ホ
ヤ
ン
ス
ク
､
日

本
に
於
て
托
本

州
の

ほ

ゞ
中
央
郡
(北
総
三
六
皮
附
近

竺
仰
非
)私
法
び
て

託
明
せ
ん
.

(
イ
)

印
戊
に
て
は
低
締
戊
地
方
の
特
色
在
京
L
､
金
串
み
池
に
て
気

組
の
担
化
少
-
､
四
五
月
の
頃
1J
九
月
亡
に
苗
粗
壁

が
L
､

1
月
ミ
小
月

官
に
低
組
を

不
す
｡
こ
れ
三
月
､
九
月
に
太
勘
は
赤
道
み
横
断
す
る
み
ぶ

て
低
紛
戊
地
方
_こ
於
て
は
日
射
盈
り
多
き
,
,せ

1
年
に
二
固
め
る
=
TJ
ゝ

六
月
､
十
二
月
に
は
太
陽
_ェ
庇
も
斜
の
位
紀
に
あ
り
て
日
射
丑
少
rrV,に
よ

る
.
非
の
日
射
盤
にこ
多
少
あ
り
て
後
ー
嵐
料
の
上
昇
叉
は
下
降
が

一
ケ
月

或
は
二
ケ
月
稔
る
～
は
輔
射
り
後
ろ
1
に
趨
附
す
O
丙
-
て
概
ね
窺
粗
に



掛
れ化
少
さ
は
太
陽
の
日
射
敦
に
担
化
Q
少
与
に
よ
る
1
り
q･}す
0

(
｡
〕
日
本
に
放
て
は
悔
弾
性
氾
確
親
指
の
特
色
九
二
訳
す
o
即
ち
企
年
砧

鵡
じ
気

組
の
純
量
tIl_
低
砕
煙
地
方
よ
り
-
大
な
れ
'･/)も
､
内
儀
的
温
滞
地

方
よ
り
-
小
､
二
月
或
は

7
月
に
最
低
､
八
月
に
飽
満
を

耶
す
｡
こ
れ
壮

年
蛾
_こ
於
て
托

十
二
月
に
太
陽

の
耽
射
角

液
小
11
し
て
六
月

に
叔
大
ミ

な
り
､
縫
っ
て
日
射
丑
に
盗
み
止
す
る
tニ
よ
る
.
日
射
敦
に
礎
化
あ
り
て

徒
､
約
二
ケ
月
後
に
気
組
の
苗
低

み
見
方
は
親
が
図
が
周
囲
海
払
暁
で
こ

ビ
ー
六
月
に
梅
雨
の
現
象
み
ろ
tこ
陸
田
サ
リ
但
し
'
日
本
の
嘉
粒
整
化
に

つ
rO

て
托
大
陸
の
筋
鞘
私
も
考

へ
ざ
る
べ
か
ら
す
｡

(
〇

四
地
利
誠
は
概
ね
高
緯
度
地
方
の
大
陸
な
れ
ば
乗
組
担
化
も
亦
其

の
特
色
#
1祁
す
｡
即
ち

i
舷
に
日
射
敦
歩
き
が
故
.1
乗
組
は
低
L
'
関
し

て
夏
季
_こ
於
て
は
日
本
等
の
親
臨
に
比
し
て
も
其
の
産
地
校
的
少
狩
れ
+I/)

冬
季
に
於
て
托
甚
だ
弟
典
あ
り
O
T

八
八
五
年

_こ
於
て
輔
氏
○
下
六
十
八

度
に
下
り
L
,
71J
あ
り
YJ
い
ふ
｡
か
-
の
如
-
琴
巷
の
差
大

な
あ
は
陸
塊

O
好

窄
み
受
-
ろ
こ
～)
大
な
あ
に
よ
る
も
の
に
し
て
大
陸
窺
頻
り
特
色
TL

り
O
倍
液
低
が

l
月
に
､
汲
誠
が
七
月
に
あ
ら
は
ろ
ゝ
は
晦
伴
性
の
窺
組

挺
化
せ
奥
方
粕
に
し
て
､
趣
塊
が
侭
洋
に
比
L
冷
却
も
唾
熱
も
洩
な
ろ
こ

そ
を
元
で
-
の
な
り
O

閏
､
藻
大
利
紬
大
陸
の
内
地
が
沙
漠

･
欝
地
私
な
す
原
因
Li
つ
JF,て
仰

視
明
和
乞
ふ
｡
(
騎
虎
博
愛
試
聴
)

答
､
浅
野
な
あ
原
因
t
lC
大
陸
が
附
蹄
組
附
近
.1
位
紀
す
る
=
言
3
7地

形
に
ょ
る
こ
ミ
竺

三

で
あ
る
O
回
蹄
鴇
6
1附
近
tユ
貿
易
風
幣
に
腐
す
る

が
､
こ
の
風
は
高
給
煙
の
地
よ
り
低
給
成
り
地
に
向
ふ
な
似
て
池
腰
の
上

昇
1)典
に
粕
封
溶
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